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結 論

緒 言

人 工 氣 胸 二 關 ス ル研 究 報 告 ハ無 数 二存 ス レ ド モ

氣 胸 時 ノ 血 液 循 環 二 關 ス ル モ ノ ニ ツ キ調 査 ス ル

ニ 諸 種 ノ黙 二 關 シ諸 家 ノ成 績 中 一 致 ス ル モ ノ モ

存 ス レ共 一一 致 セ ザ ル所 モ亦 甚 ダ 多 シ。 脈 榑 数 二,

關 シ テ モ 増 加 ス トナ ス モ ノ(Lucacer(1,)ト 減 少

ス ト爲 ス モ ノ(Rosenbach(2〕,FranzGranz(3))ト

存 シ、 血歴 モ,L昇 ラ 認 ム ル モ ノ(Lucacer(1))降

下 テ認 ム ル モ ノ(Monaldi〔4),Reichel(5)♪ 不 攣 ト

ィ フ モ ノ(Sackuhr〔61,Mendl,Hirschsohn(7)〉

ア リ。電 氣 心 働 圖 二 關 シ テ ノ・諸 學 者(Lucacer,

Anderson(8♪,Drouet(9),Hansenllo),FranzGra。

nz(3)等)何 レ モQ.R.S.棘 二攣 化 テ來 シ氣 胸 側 二

無 關 係 二 右 側 優 勢 テ示 シ、心 臓 ハ垂 直 位 テ ト リ、

稀 二 期 外 牧 縮5声 招 來 ス ル ト構 ス。Carlstr6m'助

ノ・氣 胸 後 二 右 心 室 ノ籏 張 性 肥 大 テ起 セ ル例 テ報

ジ、Villaret'121,Pogafiy'13ノ,BestaBrunslゆ,

Nanninil151,RaimondiSangiovanni16),角 田17・

等 ノ・動 物 實 験 叉 ノ・肺 結 核 患 者 ノ氣 胸 時 ニ ー 過 性

二 艀 脈 駆 ノ上 昇 テ 認 メ タ リ。 心 臓 分 時 途 血 量 二

關 シ テ ノ・1931年Bercenskyl8)・ ・2例 中1例 ノ・

氣 胸 ヲ 繰 リ返 ヘ ス間 二 減 少 シ1例 ・・寧 ロ上曾加 セ

ル テ 見 、Dickinson,Richard,Riley,Hiscock'19・

ノ・3例 ノ患 者 ガ氣胸療 法 ニヨ リ心臓分時迭血量

ノ減 ズル テ見、Nylin(20)ノ ・同様 ノ経 過 二於 テ不

攣 ナ リシ2例 テ報 ジ、Cournand,Bryan,Di-

ckinson,Richard(2坊 、6例 中3例 ノ、氣胸 開始1

ケ月後迄 二後充盈 テ繰 リ返 ヘ シテ氣胸 ノ完成 ス

ルニ從 ツテ分時迭 血量 ノ減少 スル ラ認 メタルモ

氣胸直後 ノ攣 化二 關 シテノ・Hilton(22)ノ ・動物實

験 二於 テ 少量 ノ氣胸 一 ヨリテノ・分 時迭血量約

20%檜 加 シ、大量氣胸 時ニノ・反之約30%ノ 減

少 テ認 メ、本邦 二於 テモ吉 田(23)ノ・(1929年)7匹

ノ家 兎 「パ ラフ.ン 」胸 二於 テ1時 間後 ニハ悉 ク

ニ分 時迭血 量ノ減 少ヲ認 メReiche1(5)ハBr6mser

法 テ以 テ7例 二心臓搏出量 テ測定 シ氣胸 開始 ト

共 二 減少 シ、氣胸後1-2時 間 テ経 テ復 薔 スル

テ見 タ リ。特登性氣胸 ノ分 時途血 量 二關 シテノ・

Cournand(21)等 ノ・2例 ノ獲病1週 間後 ノ胸腔 内

爾陽歴 ナル 例 二於 テ恢 復時 ト攣 化 ナ キテ報 ゼ

リ6

循 環 血液 量 二關 シ、Lucacer,Polizzoto(1〕 ノ、氣

胸 直後 ニー過性 ノ増 量 ヲ見、Orsi,Peviani(24)ノ ・

氣 胸療 法 ヲ施 セル患者 ニ ツ.キ氣胸 前 ヨリ檜加 セ

ル モ氣胸 直後 一 ・・却 ツテー過性 二減 少 スル テ認



第12號 】 岩田=肺 結核及滲出性肋膜炎二於ケル循環血液量二關スル研究 1441

メ、 吉 田(23)ノ・14匹 ノ 家兎 二 於 テ 「パ ラフィン」

胸 二際 シ15分 乃 至2時 間後 ニノ・血液 量 ノ減少

ラ認 メタルモ八代(25)ノ・6例 ノ患者 ニ ツキ400-

600琵 ノ完全氣胸 テ 行 ヒタル10乃 至15分 後 ニ

ノ・循墳血液量 二著攣 ナ ク、家兎 二於 ケル實験 二

於 テモ人工氣胸 ノ・循環血液量 二影響 無 ケ レ ドモ

Barcroft等 ノ 方法 ニ ヨリ全 内臓 器官 テ 除去 シ

テ人工氣胸 テ施 セバ中等量及大量氣胸 時 二於 テ

ノ・循環血 液量 ノ檜加 アルテ認 メ同氏ノ・人禮及家

兎 二於 テ攣 化 ラ來 サザルノ・内臓 器官 ガ代償作用

ヲ螢 ム爲 一 シテ内臓 諸器官 ラ除去 シテソノ代償

作用 テ阻止 スレバ氣胸 ニヨ リテ虚脱肺 ノ血液 ノ・

流血中 二 表ハ レ循環血液 量 テ増 加 ス ト読明 セ

リ.循 環時間 二關 シテノ・Mendl,Hirschsohn(7)

ノ・遅延 テ認 〃 ルモWarneck(26)ノ ・多少遅延 ス

ルモ ノ ト然 ラザ ルモ ノ トア リ ト述 ベ タリ。

斯 ノ如 ク人 工氣胸 時 ノ血液循環 二關 スル諸家 ノ

報 告 ガ ー致 セザルモ ノアルノ・恐 ラク氣胸 ノ程

度、完全不 完全、氣胸側、氣胸後 ノ測 定時期 、

縦 隔賓 ノ移動性 如何、横隔膜 ノ性男犬、 呼吸 ノ深

淺、人 工氣胸i療法 二封 スル恐怖等 ガ錯綜 シテ ソ

ノ所 見 テ異 ニスルニ非 ズ ヤ ト考 へ著者 ノ・是等 ノ

貼 二留意 シテ少数例 ナ ガラ人工氣胸 時 ノ循環 血

液量循環時間 テ測定 シテ人工氣胸療法 ノ全循環

系 二及 ボ ス影響 二 關 シ補 遺 スル 所 アラン トセ

リ。

第一章 實験方法及實験成績

第…節 實験方法

實験ノ・絡ベテ早朝室腹時 二行 ヒ、30分 以上静カ

ニ仰臥セシメテ後脈搏数、血墜、呼吸数 ノ略 ≧
一定スルテ待 チ第一報 ノ實験方法ニヨリ循環血

液量循環時間等 テ測定 シ、然ル後脈搏数血歴テ

注意 シツ・多クハ仰臥位 ノマ ・、稀ニノ・患側 ラ

斜 メ上ニセル牛側臥位ニテ前腋下線乃至中腋下

線二於テ第4乃 至第6肋 間二於テ人工氣胸 テ施

セリ。此 ノ際局所二盤酸 「プロカfン 」(1%2

琵)テ 注射セシ以外一ハ鎭咳剤及鎭痛剤テ使用

セザリキ。氣胸終了後再 ビ静 カニ仰臥位テ トラ

シメ、爾後5分 毎二脈搏数、血歴、呼吸撒 テ測

定 シ、氣胸後20分 乃至30分 後 二1回 及2乃 至

3時 間後二爾1同 循環血液量及循環時間等 ヲ測

定セリ.

第2、 第3回 測定 時 二補 色血漿 テ得 ル爲二前探

血 スル事 第1同 時 ト同様 ナル モ、第3同 目 ノ測

定 ニノ、血漿著 色度 強 キテ以 テ、比色 二際 シテノ、

全 比色系統(標 準液、 補色血漿、 色素液注射後

ノ血漿/テ 生理的食盤水 ラ以 テ 正確 二2倍 二稀

繹 シ色素濃度 テ比色 二適當 ナ ラシメタ リ。

カ ・ル短時間 中二撒 同反復 シテ血漿 量 テ測定 シ

誤 リテ生 ゼザルノ、Marx⑳ 其 ノ他諸家 ノ確認 セ

ル所 ニ シテ ソノ誤差 ハ5%以 内 ナ リ ト6フ 。24

時 間 後 ノ検査 二際 シテノ・翌朝 早朝 室腹時 二之 テ

行 ヘ リ、氣胸後 一ハ「レン トゲ ン」撮影 ラ行 ヒ癒

著 ノ有無 テ検 セ リ。肋膜 炎滲 出液 ノ穿刺 ノ・側 臥

位 ニテ之 ラ施行 セ リ。

第二節 實験成績

著者ノ・先ヅ肺結核患者5例 ノ第1同 氣胸時(右

側2例 、左側3例 、逡 入室氣量550-200耗)次

イデー側後充盈2例(左 、右各1例500-450妬)

及 ビ1例 ノ雨側後充盈例(右 側450、 左側500耗

間隔15分)二 就 キ氣胸前及20乃 至30分 後及2

乃至3時 間後二循環血液量循環時間等 テ測定 セ

リ。 尚脈樽 数血歴呼吸数 ノ・約5分 ノ間隔 テ以 テ

逐 時測 定 セ リ。

第1同 氣胸時 ニノ・20分 乃至30分 後 ニハ循環血

液 量ノ・5例 中5例 共誤差範園(從 來 ノ文獣 ニテ

ノ、5%、 著者 ノ封照實験 ニノ、略{3%)テ 超 過

セル減少帥7.2乃 至11.5%ノ 減 少 テ認 メ タ リ。
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此 ノ減 少ノ・血 漿量 二於 テモ血球量 二於 テモ亦認

メラル ・モー般 二血漿 量 ノ減少度著 シク/7.4-

16.9%)(反 之 血球量減 少4.1-12.9%)、 叉 左側

気胸 時(7.2-10.4%)ヨ リ右側気胸時(10.7-

11.5%)二 者:シ ク気胸時若干 ノ癒 著有無 ノ・無関

係 ナルラ見 劣 リ。而 シテ此 ノ際脈搏 撒 ノ・5例 共

減 少傾向 テ示 シ血歴 ハ最高血歴梢z下 降 シ最低

血 歴梢 ≧上昇 ノ傾 向 テ示 シ、循 環時間 ハ3例 中

2例 二 遅 延傾向 テ認 メ循環商減 少(35-4%)テ

示 セ リ。備血色素量及血清蛋 白量 ニノ・著憂 ナキ

ラ見 劣 リ。

第1表

上記人工気胸 二、30分 後 二認 メラレタル循環血

液量 ノ減少ハ2-3時 間後 ニノ・気胸前 ノ値二復

路 セン ト入ル傾向ヲ示セ リ。即 チ5例 中3例 ハ

気胸前 ノ値二略2シ ク、叉5例 中1例 ハ気胸

前二死 シテ寧 ロ堆伽 傾向テ示 セリ.而 シテ此 ノ

復飾傾向ハ血漿量ヨリモ寧 ロ血球:量二著 シク叉

右側気胸時 ヨリモ左側気胸時二著明ニ シテ気胸

前 ヨリ循環血液量 ノ高値 ナリシノ・左側例 ナリ

キ。気胸 ノ完全 ナリや否 やノ・影響ナキが如 シ。

此 ノ際脈搏数及血歴 モ次第二気胸前二復路セン

トシ、同様 ナル事ノ・循環時間及循環商ニモ亦之

人工氣胸 ノ循環血液量二及ボス影響

氏名 気 胸 側

年 性 空 氣 量1

時 脈

搏

倣

1血 歴

(R.R.)

(粍)

血 液 量 血 漿 量 血 球 量 循
環

●

循 血 血最

深 転 清武
)

㈱ 欝 欝 ㈱ 欝 欝㈱腱1糖 艶 商艶書%
ノ1

瓢 無 難lii羅}三藤i籍
左:第1同
300αq(完 全)29男

面j」剛

30分

58

54

3時158

右 第1同L亘L旦
250αc,20分81

103-69j5015

,108-74i44901-525

108-7015210 十195

120-75

113-75

5430

4850

2645

10.42425

3.92740

一580110 .7

-2504.6

3180

2720

一220

十95

一460

10.4

8.3

i2690『IlgJo35.914.48τ3一 一 一一一[一 ト ー一
一1104 .111.027.214.48.32580
1

37男 若 干儲 アリ「3時89

前1

26401-501110.829.314.48.1

2370;

堕 一3・512・9
24702十100

14.21

2250

14.67.7

19.37.

3.6

121-82 5180

20男

1100i140-544140左
:第1回

1雛 アリ)齢ll .…}ll≡1瀦+24。
湘『 「T「 云一

・・7-75!458・1

;1坐
2860_320'10.3

2430

2130

2320

1710

一120

十70

一36018 .72250

痴
5.410.2

28男
嘉。q葬纒)13・ 分1-17・1112-76願 一53・

3時7211:3-754240-340

3.19.0『1

5.82490

2275

享11騰翻 享}llllil
23051

　

前881126-85.3975

16.92160-1456.311.51890-385

繍 一165}塑:潔i一 ・751乞6
}

8.0

10.51

薦1器
28.511.9-8.1

34.5:12.3一 蕊

:11.7廊

廟 一廉
12.0一 瀦

33.3114.17.8

23.2印14.217.8

習 警;畿)…讐 蟹 雛一一15

右 禦 同 務 画1星 ←8539・ ・1-751・ .8193・ 「5d2・6197・ 一2創 ・.i3'

23男

雨 、(充

右'450cα

26男1穰10α α

r後 充 一盈,

(完 全 ・

1950
1一 』一 一一:

1950

遡 望 壁 卿;+801」』翻 圭雛il器 差ll
!1'8

314012570

3N ,三62130-74…4010C601.4

側 砺 盈可1斎 一テ「・3・一78571d

一3・ 一fコ51…而1+15 1

9.726.214.07.7　

一一 一__10・8i22・1115・319・1

15.219.1
　　 　 ヒ　 　　　
　 　
i1り.622.2:15.29.1

i212・「⊃ コ ユ=亙 亟
113,88.一 一i-

14.018.6

■:左 第1同1前.

24男300cα(完 全)24時175

【『!痂 『蕊

21譲L徽 ≡響 ゴ譜illl芸1三3119'61器1≡2111ill

菰 　gr113・一5繭 ・1　一 一 顧Ir面8.2

■ 左:第1同 前!94

24男200cα(完 全)24時i奮 一i酉痔647101

128-6250501十460

111-634680,

手前

10。22760十.300,12.2

2640
-i

2645十 房

2290

2040

2065

十160
17
.4 10.4

十251

12.9 8.4

X33.6

28.2

112
・9i$・

13.19.

113.0}9.3　　
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テ認 メタ リn

然 ルニ人工気胸 二慣 レタル後 充盈 ノ3例 中一側

氣胸 ノ2例 ノ、500-450耗 ノ 氣胸後 歩ルニモカ

カノ・ラズ20-30分 後 ニモ亦2-3時 間 後 ニモ脈

搏撒 、血歴循環血液 量循環 時間等殆 ン ド慶化 ヲ・

示 メサザ リキ。然 レ ドモ両側気胸 テ約15分 ノ

間隔 テ以 テ右側450,左 側500耗 テ 後充盈 セ シ

1例 二於 テノ・循環 血液量 ノ・20分 後8.9%減 少

シ(血漿 量9・6%、 血 球:量8.2%〉 、2時 間後 ニノ・

略i気 胸前 ノ値 二復鋸 セ リ。 ソノ間脈搏:数ノ・一

時多少減少 セルモ血歴 ハ殆 ン ド不憂 ナ リキ。 血

色素量及血清蛋 白量 ニモ憂 化 ナ シ。即木例 ノ・後

充盈 ナ レ ドモ大量 ノ空気迭八 二際 シテノ1第1同

第;2表

気胸時 ト同様 ナル循墳系 ノ攣化テ示 シタリn

是等 ノ諸例 中第1同 気胸2例 、両側後充盈1例

ニツキ気胸前後二於 ケル脈搏撒呼吸数血歴 ヲ表

示 スレバ次 ノ如 クニ シテ脈搏数減少ノ・直後乃至

10分 二最モ著明三シテ順次気胸前 ノ値二復錦

シ血歴 ノ攣化ハ10分 乃至30分 二著明一・シテ以

後漸次復路セリ.又 呼吸数ハ気胸直後一時減少

スル傾向ヲ示 セリ。著者 ノ例中気胸2-3時 間

後迄 二脈搏撒及血煙iノ気胸前 ヨリ高値 テ示セル

時期 ナシ。

第1同 気胸24時 間後二循環血液量テ測定 セル

2例 二於 テノ・1例ノ・循環血液量10.6%,血 漿量

12.2%、 血球量7.4%ノ 増加 テ示 シ循覆時間遅

人工気胸作成ト脈搏及血腫ノ関係

左側:第1同
■21歳 男

左側:第1回■
29歳 男

劇 血
時 搏 一1撒

歴 ・

i摘 要 時

1脈

搏
撒
吸1
数

呼海 匿
摘 要

最高最低
i

;最高1最低

前1 81 142 64 前1159 17 104 681呼 吸20

前2 82 134『
133

66 髄 温36.7 前2}58 16 103 6gi
前3
『

82 65 呼吸18
1

一前3158 16 103 681呼 吸19
一 一

前4 80 135 64 左 側気 胸300蝿

(8一 ～ 一一6)(一4～ 一一1)

所 要 時 間10分
:左側 氣胸550蝿

(・一6～ 一4)(一 ・5～一2)

所 要 時 間12分 5分i581・ ・ 103 70 左側胸部墜
迫感

直後 69 118 68 微痛左胸側ニア リ 10分 54 12
-

14

105
;74

-

75

瞳迫感強シ

5分 68 116
-

117

64 呼吸16 15分1 55

一
107 稚 く軽快

10分 66 631同 上 20分154 14 108i74 ,,

15分 66 117 6耀 議 ♂リ 130分56

「

12 1
1

呼吸151
,,

20分 72 118 67壇 上 40分54 14 107174 左 肩.ツ ル

30分 70
-

65

115
-

128

65同 上 50分i54 15 ・・5巨5 ,,

40分 73陳 状 ナシ 60分52 12 102i72 ,,

50分 65 124 73 ,, 70分i56 15 105i70
i

,,

60分 65 126
-

127

70
-

70

,, 80分!54 16 105168 ,,

75分 63
,,

1

90分!54 14
i
108170

1

歴迫感ナシ
肩多少ノ・ル90分167 123 68

105分;58 16 110t68 ,,105分 74
-

73 矧
124165i

120分 、56i16
1

1108

}72
呼吸162時 65

}

1

150分1

165分58

135分:56116106;70
1

1107171

1
108i70

1

一
一

眉 ノハ リナ シ

,,

,,

135分 75 123 68i
; 1

56
2時半 79 123

-

120

681 16

16165分 75
1'一

671
i180分
154 161 108;70, ,,3時 71 125 68

1起 床時軽度眩耀アリ3時 半 69 135 73 呼吸20

時

前1

前2

前3

前4

両側 後充盈
■26歳 男

轟L血軍 縮 要
鍛 最南最低　
77133i86

"r2
、133

72;133

71131

濫 淫36.7

821呼 吸20

80

78

汐臨
蛭

一
時

50
×

要

4
4

所

盈

～
替餅(

右

2分

10分

15分

65

一
68

一
70

125

126

125

72

一
75

一
75

何 トモ ナ イ

直後168

5分67

10分70

15分70

20分72

30分741

左 側 後 充 盈500:蛭

(一5～ 一3〕(一一3～ 一1)

所 要 時 間10分

12575

40分

50分

125178'何 等 訴 ヘナシ

125

127

127

78

一80 呼吸18

70

一
69

60塗L旦

鵬降し
72'105分

120分

150分

74

80

80
　 　

・261781

1221エ剣

12075i禮 温36.8

120;75

1231一万

12578

122 75

呼吸18

90ノ尿排出

lll;11呼吸、9
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延 シ、循環商縮 小、血色素量及 血清蛋 白量 ノ減

少傾 向 テ認 ノタル モ他 ノ1例 ハ何 レモ殆 ンド不

攣 ナ リキ。 雨者共 完全気胸 ニ シテ前者 ノ・300耗

途 入 シ後者 ノ、200蝿 送 人 シタルモ ノナ リ。

次 二時 護性気 胸 ノ1例 二於 ケル循環血液 量ノ・登

病後 牛 ケ月 ヲ'経過 シ胸痛及呼吸 困難 既 二消失 シ ・

縦 隔寳及 横隔膜移動 ナキ「レン トゲ ン」像 上左側

側 方約 二横指 ノ空気 ヲ存 セル時期 ト、 ソノ後 約

10日 ラ経 テ「レン トゲ ン」像 上殆 ン ド気 胸 ヲ・謹明

セザル時期 トヲ・比較 スル ニ脈搏 敷、血歴、呼吸

数 、循環血液 量、循覆 時間等殆 ン ド不憂 ナ リ

キ。 タ3血 色素郵:ノ ミ15.2瓦%ニ シテ 多少」曾

:第3

加 テ示 セリ。

最後 二気胸施行 ト反動二胸腔内歴 二影響 スル ト

考ヘ ラル ・肋膜炎滲出液穿刺 ノ前後 二於 ケル循

環血液 ノ攣化 テ2例 二就 テ測定 シタルニ、350

琵 テ穿刺セ シ右側 ノ1例 一ノ・30分後 ニハ 血歴

就中最低血歴梢 ≧上昇テ認 メタル以外 二脈揮

撒:、循環血液量、循環時間、血色素量、血清蛋

白量二攣化 テ示 サザ リシモ、800琵 ヲ穿 刺セ シ

左側例ニハ脈搏:数増加 シ、最高最低血歴上昇 シ

循環血液量5.3%、 血漿量9.0%ノ 増加 ラ示 シ

タリ。血色素量:殆ンド不攣 ニシテ血清蛋白量減

少傾向テ示 セリ。

表

特酸性自然氣胸 ト循環血液量

姓

年 性

脈

搏

藪

血

腫

血 液 量 血 漿 量 血 球 量 循 循 血

羅
血量

蛋
白ご

月

患 側;

日}

1

(刺舗 培減
(%)
(耗)
増 減
r:廷)
増減
(%)
(耗)
塘減(
蛯)
増減(
%)韓

鳥 徽 加)
8/皿 63 125-75 4070 2145 1925 一19,226.5 15.2 8.5

18/皿 66 126-76 4060 一10 2190 十45 1870 一55 9・4126・0 14.5 8.5

肋膜炎滲出液穿刺 ト循環血液量

■ 右
24男350

前93128-685100126002500111.4126.814.t8.7 一i llll
30191128-785140十402680十803.OI2460-401.612.125.5:14.08.5

■ 左
800

前92130-551394022751665112・17・7 ____1一 一

+205:9.01670+5119男P 30/97134-704150

一
十2105.32480 12.07.5

第二章 総括虻二考按

以上 ノ實験成績 テ通覧 スル ニ人 工氣胸施術後 一

八循環血液量 ノ・第1同 氣胸 時 二於 テノ・5例 悉 ク

15分 一30分 後 ニノ・減少(7.5-11.2%)ノ 傾 向 テ

示 シタルモ3時 間後 ニノ・略Z気 胸前 ノ値 二復路

セ リ。而 シテ減 少度ノ、血球 量 ヨリモ血漿景 二著

明 ニ シテ前者 ノ復 薔ノ・後 者 二先 行 セ リ。但 シ斯

カル攣 化ノ、氣胸 二慣 レタル後充盈 三際 シテノ、起

ラザル カ或 ノ・軽度 ナルテ常 トλルモ ノ ・如 ク、

余 ノ實験例 中一側気 胸 ノ例 二於 テノ・ヵナ リ多量

(450-500y毛)ノ 室:氣 テ送 人 シタルモ 殆 ン ド攣

化 ナ ク両側気胸 ヲ約15分 ノ間隔 テ以 テ右側450

娩 、 左側500耗 ヲ・後 充盈 セ シ1例 二於 テモ軽度

ノ墜化 ヲ見 劣ル ノ ミナ リ。第1同 気胸 時二於 ケ

ル上記 ノ攣化中15乃 至30分 後 二於ケル減少ノ・

右側気胸 ノ際二者 シク3時 間後 二於ケル復薔ノ・

左側気胸例 二著明 ナリキ。 送 人セル 空気 ノ量

(200-550耗)一 ノ・関係 ナク、叉気胸 ノ完全及多

少 ノ癒著 ノ有無ニモ無關係ナルヲ完 歩リ。脈搏

撒及血歴ノ・循環血液量ノ減少スル トキニ脈搏数

減少 ト最高血歴下降ラ認 メ、此 ノ際循環時間多

少遅延 シ循環商縮小 シ、循環系全艦 ノ減少セル

ラ認 メタリn

人工気胸後24時 間 ヲ・経 タル2例 二・於 テノ・1例

二攣化ナク1例 一ノ、循環血液量10%土 曾加 シ循

環時間 ノ遅延 シ循環商 ノ縮小 スルテ ミタリ。

既 二緒言中二記述セ シ如 ク人工気胸時 ノ循環血
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液 量 二關 シテハ諸設 一致 セズ シテ著攣 ナ シトナ

スモ ノ(八代(25))増加 ス ト爲 スモ7(Lucacer ,Po-

lizotto(1,)減少 ス ト爲 スモ ノ(吉肝3ン)ア リテOrsi

Peviani(24)ノ・氣胸 直後 ノ・一 時的 二減 少 スルモ、氣

胸療法 テ繰 リ返 ヘ シタル患者 ノ循環血液吊ハ氣

胸前 二比 シテ檜量 セリ ト爲 セリ。

肺臓 ノ・毛細管 二富 メル臓 器 ニ シテHochrein(28)

及Keller以 來 血液貯藏器宜(Blutdepotorgan)

ト考 フル人 モア リテ肺臓 腿迫 ハ循環 血液量 ニモ

攣化 ラ來 スベ シ ト考 ヘ ラ レ・、既 二Sauerbruch(29)

等 ノ少数 テ除 ク総 ベ テ ノ諸家(Bruns(3・),Br。

auer(31),Ebert(32,,Propping(33),隈3萄 、工藤35'、

谷 口(36等♪ノ・氣胸 時 二虚 脱肺 ノ流血景減 少 テ認

メ有馬 教授(371及小 野 ハ家兎肺血管造影術 テ以 テ

虚 脱肺 ノ貧血 テ諦明 シ而 カモ迭 入室氣量大 ナル

程 著 シキテ示 シ、是等 ノ・何 レモ肺 内血液 ガ循環

系 二移動 セル事 テ示 セ リ。然 レ ドモ既 二記述 セ

シ如 ク大 多数 ノ諸 家ノ・氣 胸直後 二於 テモ(且i-

lto㎡2㍉Reichel`5),Weiss3s',吉 田23))氣 胸 テ繰

リ返 ヘス経過 中 ニモ(Nylin(2`L,Cournand唖 等)

心臓 分時逡血 量 ノ減 少 テ詮 明 シ、氣胸 直後 ニノ・

一過性 ノ静脈歴 充進 テ認 メ(BestaBruns(i4)
,

RaimondiSangiovanni(i"i',Reichel(5♪,Nannini"i5,

Weiss(38),LucacerPolizzoto(i),角 田c17))血液 循

環時間 ノ遅 延 スル(Mendl一 且irschsohn(7},Wa-

rnecke(26))事 ノ・胸腔 内堅 ノ増加 ニヨ リテ 静脈 血

ノ還流 ガ妨 ゲラ レ循環 系 ノ縮小 セル テ示 スモ ノ

ニ シテ著 者 ノ測定 セル第1同 氣胸 時 二於 ケル5

例 二於 テ氣胸 直後 二脈搏数減 少 シ血歴 モー 時的

二下降 シ
、循環 時間 テ測定 セル3例 中2例 二遅

延 テ認 メタルノ・蓋 シ此 ノ時期 二相 當 スルモ ノー

シテ著者 ノ・此 ノ際循環 血液量及循環商 ノ減少 テ

認 ノタルモ ノナーリ。

思 フニ斯 カル循環系 ノ憂化 ノ・氣胸 ニ ヨル静脈幹

ヘ ノ厘i迫、縦隔寳 ノ移動
、横隔膜 ノ蓮動 低下 二

基 クモ ノニ シテ患者 ガ不安 ト焦燥及加之、 第1

同氣胸時 ニノ・氣胸後 多少 ノ痺痛 テ件 フ爲 二呼吸

蓮動 テ縮 小 スル事ノ・何 レモ循 環系 テ縮小 セ シム

ルモ ノニ シテ、有馬教授(39)及八 代(25)ノ述 ブル ガ

如 ク他 ノ血液貯藏 器官 ノ代償作用 ノ爲虚脱肺 ヨ

リ移動 セ ラレタル血液 モ循墳血液量 テ増量 スル

ニノ・到 ラザルモ ノナ リ ト考 ヘ ラル。 而 シテカ ・

ル循環系 ヘ ノ影響 ノ・氣胸 二慣 ル ・二從 ツテ輕度

トナ リ、第1同 氣胸 時二於 テモ既 二1-2時 間

中ニノ・代償 サ レテ循環血液 量 ノ減 少 テ認 メザル

モ ノト考 ヘ ラ レ、右側氣胸 ガ左側氣胸例 ヨ リ減

少著 シキノ・右側 ガ静脈幹 ノ歴迫 テ起 シ易 キテ示

スモ ノニ シテ、 又著 者 ノ例 中同時 二爾側 二多量

ノ室氣 テ途 入 シタル後充盈 ノ1例 二於 テ循環血

液量縮 少 セ シノ・爾静脈還 流 ヘノ抵抗増加 テ來 シ

タリ ト考 ヘ ラ1/、24時 間後 ノ1例 二 於 テ檜加

テ詮明 シタルノ・本例 ガ「レン トゲ ン」所 見上氣胸

前 病竈部位 ノ萎縮 ニ ヨル縦隔寳 ノ移動 ア リシモノ

ナ リシテ以 テ氣胸 ニ ヨリテ整復 セラ レタルモ ノ

ナラ ンカ ト想像 サル。依之観之、人工氣胸前後

ノ循環血液 量 ノ測定 ニ ヨ リ患側肺 ノ虚 脱 ガ 全

循環 系 二及 ボス 影響 テ 察知 シ得 ル モ ノー シテ

Kleesattel(lo'ガ 経 験上如何 ナル 心臓 機能検査 法

ヨ リモ患側若 クノ・健 側 二人工氣胸 テ施 シテ心臓

血管系 二臨抹上著攣 ラ來 サザ レバ如何 ナル胸 廓

成形 術 ラ行 フ トモ急激 ナル心臓機能不全 テ來 サ

ズ ト述 ベ タル事 テ是認 セ シムルモ ノニ シテ、人

工氣胸後著 シク循環血液量 ノ減少 テ惹起 スル揚

合 ノ・肺虚腕 ガ心臓 機能不全、特 二右室 ノ心臓機

能不全 テ惹起 スル事 テ示 スモ ノー シテ循環血液

量 ガ2-3時 間 テ経 ルモ氣胸前 二復茜 セザルハ

既 二縦隔賓 ノ移動性著 シク心臓 機能 ガ代償不全

二陥 ラン トスル事 テ示 シ
、更 二氣 胸後 二循環血

液 量 ノ檜 量 スル事 ハ氣胸前 二病竈 ノ牽 引 ニ ヨ リ

テ縦 隔賓 ノ移動 シ静脈血還流 ノ妨 ゲ ラレタル テ

7Kス モ ノ トィフベ シ
o

特 獲性氣胸 二於 テノ・Villaret{・i2ノ・呼吸 困難 テ存

スル 際 ニモ 静脈墜不憂 テ見
、Cournand,Ri.

chard(21)等 ガ1週 間 テ経過 セル例 二 於 テ 分 時途

血量 ガ恢復時 ト同値 ナル テ見 タ リ。 著者 モ登病

後 牛 ケ月 テ経過 シタル1例 ノ特 獲性氣胸例 二於

テ恢 復時 二比 シテ循 環血液量 ノ慶 化ナ キヲ見 タ

ル モ是等 ノ・既 二氣胸 直後 ノ循環系 ノ攣fヒ テ経過
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シテ心臓 機能 ノ代償 セラレタル テ示 スモ ノ トイ

フ ベ'シo

肋膜炎滲出液穿刺二關 シ著者 ノ測定セル2例 中

大量(800立 毛)テ除去 セ ル1例 二於 テ循環血液

}1ヒ5.3%、 血漿i量9.0%ノ 増加 ラ認 メ少量(300

耗)ノ 滲出液排除二毫モ影響 ナカリシノ・大量 ノ

滲出液 ガ心臓及縦隔寳 ノ移動 テ起 シソノ除去 ガ

之 テ整復 シテ循環系就中静脈血還流 ノ抵抗 テ減

少 シ循環系 ノ接大 テ起 セルモ ノニシテ、少量穿

刺時 二攣化ナカリシハカ・ル少量 ノ滲出液ノ・静

脈血還流 ノ抵抗増加 テ惹起 シ居 ラザリシモノカ

或 ノ・ソノ除去ガ縦隔寳二影響 セザ リシモ ノト考

ヘラル ・モ、人 工氣胸施行時 ノ攣化ガ迭入室氣

量 二無關係 ナリシ貼 ヨリミレバ前者 二錦因ス ト

考フルテ妥當 ト爲 スベ シ。

以上 ノ結果 ヨリ観 レバ人工氣胸及肋膜炎滲出液

穿刺ノ・專 ラ静脈 血還流 ノ抵抗増加又ハ除去二働

結

1.循 環 血液 量 ハ第1同 人 工氣胸 ラ行 ヒタル5

例 二於 テ約20-30分 後 ニノ、例外 ナ ク7.2-11.5

%ノ 減 少 テ示 シ循環 時間梢 ≧遅 延 シ、循 環商縮

小 セ リ。2乃 至3時 間後 一ノ・是等 ノ攣 化ノ・略k

復 薔 セ リ.而 シテ 後充盈 一ノ・一側氣胸(450-

500耗)ノ2例 一ノ、カ ・ル攣化 ナ ク雨側氣胸(右

450、 左500耗)ノ1例 二・・輕度 ノ1愛化 テ ミタ

リ。 第1同 氣 胸後24間 後 ニノ、循環血液量 ノ士曾

加 スルモ ノ ト然 ラザルモ ノトア リ。

2.循 環 血液 量 ノ減少及復萬 ノ・脈搏撒 ノ減 少最

高血 駆 ノ下降及是等 ノ復蹄 テ俘 ヒ、脈榑数及 血

厘iノ攣 化 ノ・氣胸 直後 一始 リ、約30分 後 ヨ リ復

藷{頃r句テ認 ム。

3.循 環 血液 量 ノ減少 ノ・主 トシテ血漿 量 ノ減 少

ニヨ ルモ ノニ シテ血球 量 ノ減 少ハ比較 的輕度 ナ

リ、而 シテ復萬 二際 シテノ・lfQ球量 ノ復 蕪 ・・血漿

量 ノ復萬 ヨリモ速 カナ リ。

クモ ノニ シテ、縦隔 賓 ノ移動 性如何 ハ重要 ナル

位置 ラ有 シ、 ソノ際疹痛 ソノ他 ハ呼吸蓮動 テ狭

少 ニ シテニ次 的 二循環 系 二働 キ、第1同 氣胸 ハ

最 モ静脈血還 流 テ妨 ゲテ循環血液 量 テ減 少 シ、

氣胸 二慣 レタル モ ノノ・著 シキ大量 二非 レバ循環

系 二攣化 デ生ぜザル ニ至 リ、 既 二第1同 氣胸 ニ

ヨ リテ生 ジタル循環血液量 ノ減 少 モ速 カニ代償

サ レ得 ル モ ノニ シテ、特畿性氣胸 ニテ大量 ノ室

氣 テ胸腔 内 二存 スルモ ノニ於 テモ循 環血液量及

循環商全 循環 系ノ・躯 テ ヨク代償 セラ レ、肋膜 炎

滲 出液 テ除去 シテ静脈幹 二及 ベル外歴 ヲ除 ケバ

循環血液 量 ハ増 量 シ來 ルモ ノ ト考 ヘ ラレ、肺 内

血液 ガ肺虚 脱 ニ ヨリテ減 少 スル トモ全循環血液

量 二・・増 量ヲ見 ズ、從 ツテRein(4i),Liebermeis-

ter等 ヲ初 メ近時肺臓 ノ貯藏機能(Depotfunk-

tion)テ 否 定 セ ン トスル 諸 家 ノ考 へ 一… 蓼考 ト

爲 ルテ斑 ユルモ ノナ リ.

論

4.循 環血液量ノ減少ノ、右側氣胸時二筈 シ久

復善ノ・左側氣胸時二速 カニシテ迭 入室氣量及氣

胸 ノ完全及癒著有無 トノ關係ハ明カニ認メ得ザ

リキ。

5.特 獲性氣胸 ノ1例 二於 テ叢病後牛 ケ月 ラ経

過セルモ猫多竜 ノ察氣 テ胸膜腔中 二存セ シ時期

ト氣胸浦失後 ト。二於 テ循環血液量 二攣化ナキテ

見 タリ.

6.肋 膜炎滲出液穿刺ノ・大}{:1穿刺 ニノ・多少循環

血液量4塘 大 スルモノ・如 シ。

(本論文 ノ要旨ノ・昭和11年 第14回 日本結核病

學會 二於 テ報 告セの 。

欄筆二臨 ミ終始御懇篤ナル御指導御校閲テ辱 フ

セル恩師坂 口教授 、茂在助教授～稻田講師二満

腔 ノ謝 意こテ捧 ゲ、測定方法 テ教示サ レシ金井朋

中學士二深謝 シ、種々便宜 ヲ奥ヘ ラレタル醤局

同僚諸兄 二謝意ザ表 ス。



第12號 】 岩田=肺 結核及滲出性肋膜炎二於ケル循環血液最二關スル研究1447

文 獄

1) Lucacer Polizzoto, zit. in Kongresszentr. Bd. 
68, 1933.  2) Rosenbach, Virchow Archiev 
Bd. 105, 1886. 3) Franz Granz, Deutsch. Ar-
chiev.  Klin. M. Bd. 178, 36. 4)  Monaldi Vin-
cento, zit. in  Kongresszentr. Bd.  64, 1932.  5) 
Reichel, Beitr.  Klin. Tbk.  Bd.  87, 1936. 6)
Sackuhr, Zeitschr.  Klin. Med. Bd. 29, 1896. 
7) Hirschsohn,  Mendl, Behr.  Klin Tbk. Bd. 49, 
1922.  8)Anderson, zit. in Kongresszentr. Bd. 
57.  9) Drouet, zit. in Kongsesszentr. Bd. 58. 
10) Hansen, Amer. Rev.  Tbc. Vol. 27, 1933. 
11)  Carlstriim, Beitr.  Klin.  Tbk. Bd. 22, 1912. 
12) Villaret, zit. Progany in Ergebniss Bd. 41. 
13) Pogany,  Ergebn. inn. Med. u. Kindh. Bd.
41. 14) Besta Bruns, zit. in Kongresszentr . 

Bd. 71, 1933.  15) Nannini, zit. in Kongress-

zentr. Bd. 69, 1933. 16) Raimondi, Sangiovani,

zit・inKongresszentr.Bd.69,33.17)角 田,

日 本 外 科 學 會 雑 誌.第28卷.昭 和2年.角 田,

福岡醫科 大 學 雑 誌.第21卷.昭 和3年.18)

Bercensky,  zit. Cournand etc. in J. Clin. Invest. 
Vol.  14. 19) Dickinson, Richard, Rilay, His-
cock, Arch.  int. Med. Vol. 49, 1932. 20) Nylin, 
Beitr.  Klin. Tbk. Bd.  83, 1933. 21) Cournand, 
Bryan, Dickinson, Richard, Jour. of Clin. In-

vest. Vol.  14, 1935. 22) Hilton Reginald, zit. 

in Zentr. ges. Tbk. forsch. Bd. 39, 1933. 23)

吉 田 重 四朗,TohokuJour.expt.Med.VoL14,

29-30.24)OrsiPeviani,Kengresszentr.Bd.

69,1933.25)八 代 雄 三,北 海 道醫 學 會 雑 誌.第

12年 下.昭和9.年.26)Warnecke,Zeitschr.Tbk.

Bd. 68, 1933. 27) Marx, der  \Vasserhaushalt 
1935. 28) Hochrein u. Keller,  Klin.  \Vschr. 
1932.  29) Sauerbruch,  Mitteil. Grenzgeb. d. 
Med. u. Chir. Bd. 13, 1904. 30) Bruns, Deu-
tsch. Archiev.  Klin. Med. Bd. 107, 1912. Bruns, 
Beitr.  Klin. Tbk. Bd. 12, 1909. 31) Brauer, 
Mitteil. Greng. Med. u. Chir. Bd. 13, 1904. 32) 
Ebert, Naunyn Schmiedeberg Archiev Bd. 75, 

 1911.  3:1 Propping, Arch.  Klin. Chir. Bd.
112.34)隈,日 新醫 學.第13年.大 正13年.

35)工 藤,日新醫 學.第15年.大 正15年.36)

谷 ロ,日新醫 學.第22年.昭和8年.37)有 馬,

小 野,結 核.第10卷.昭和7年.38)Weiss,

Zeitschr.ges.expt.Med.,Bd.53,1926.39)

有 馬 教 授,結 核.第14卷 第5號.昭和11年.

 40) Kleesattel, Zeitschr. Tbk. Bd. 71,  193,1. 

41) Rein,  Klin. Wschr. 1935. Bd. I.42) Li-

ebermeister, Naunyn Schmiedeberg Arch. Bd. 

 175, 1934.




